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県
は
、
県
内
産
業
の
人
手
不
足
解
消
、
人
口
の
社

会
増
を
図
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
て
県
外
在
住
の
社
会
人
と
県
内
企
業
の

出
会
い
の
場
を
設
け
る
『
テ
ン
シ
ョ
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ア
』
に
出
展
す
る
企
業
を
募
集

し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
・
会
場
・
募
集
企
業
数
・
参
加
費
用

【
日
時
】
９
月
25
日
（
土
）
13
時
か
ら
17
時
ま
で

【
会
場
】
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｈ
ｕ
ｂ
）

【
募
集
企
業
数
】
企
業
40
社
、
自
治
体
10
団
体

【
参
加
費
用
】
５
５
０
０
０
円
（
税
込
）

※
応
募
企
業
多
数
の
場
合
は
エ
リ
ア
・
業
種
の
偏
り

を
考
慮
の
上
、
抽
選
に
よ
り
決
定
。

※
状
況
に
よ
り
中
止
、
延
期
と
な
る
可
能
性
あ
り
。

▽
実
施
内
容

　

申
込
企
業
ご
と
に
ペ
ー
ジ
（
ブ
ー
ス
）
を
制
作
し

ま
す
の
で
、
企
業
情
報
な
ど
を
入
力
す
る
と
当
日
ま

で
掲
載
で
き
ま
す
。
当
日
は
各
企
業
ブ
ー
ス
で
予
約

の
あ
っ
た
参
加
者
と
面
談
。（
20
分
×
８
コ
マ
）

▽
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、ア
ド
レ
ス（
ｋ

ｉ
ｋ
ａ
ｋ
ｕ
＠
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｍ
ａ
ｉ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
）

宛
に
申
し
込
み
。

▽
申
込
期
間　

８
月
12
日
（
木
）
17
時
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

【
受
付
事
務
局
】
信
濃
毎
日
新
聞
株
式
会
社
広
告
局

企
画
部
担
当
：
味
澤
（
電
話
０
２
６
・
２
３
６
・
３

３
５
５
）。

佐
久
技
術
専
門
校
来
年
４
月
入
校
訓
練
生
募
集

「
テ
ン
シ
ョ
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ア
」
出
展
企
業
募
集

Ｂ
に
該
当
す
る
場
合
・
・
・
表
１
の
対
象
保
険
税

額（
Ｄ
）に
表
２
の
減
額
ま
た
は
免
除
の
割
合（
Ｅ
）

を
乗
じ
た
金
額
が
保
険
税
減
免
額
。

【
表
１
】
対
象
保
険
税
額
（
Ｄ
）
＝
（
Ａ
）
×
（
Ｂ
）

/
（
Ｃ
）

（
Ａ
）：
当
該
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
に
つ
い
て
算

定
し
た
保
険
税
額

（
Ｂ
）：
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入

等
に
係
る
前
年
の
所
得
額

（
Ｃ
）：
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る
生
計

維
持
者
及
び
当
該
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険

者
に
つ
き
算
定
し
た
前
年
の
合
計
所
得
金
額

【
表
２　

前
年
の
合
計
所
得
…
減
額
ま
た
免
除
の

割
合
（
Ｅ
）】

①
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
…
対
象
保
険
税

額
の
全
額
／
②
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
…

10
分
の
８
／
③
５
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
…

10
分
の
６
／
④
７
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
…

10
分
の
４
／
⑤
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

…
10
分
の
２

▽
申
請
期
限

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）
※
申
請
期
限
後
の
減

免
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
必
要
書
類

上
記
、
対
象
世
帯
の
う
ち
、

Ａ
に
該
当
す
る
場
合
：
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
、

印
鑑

Ｂ
に
該
当
す
る
場
合
：
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
、

印
鑑
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
帳
簿
や
給
与

支
払
明
細
書
な
ど
、
現
在
の
収
入
状
況
が
確
認
で

き
る
書
類

▽
相
談
・
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
部
税
務
課
市
民
税
係（
電
話
０
２
６
７
・

２
２
・
１
７
０
０
）。

▽
機
械
加
工
科
（
普
通
課
程
）

【
訓
練
期
間
】
１
年
（
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５

年
３
月
）

【
授
業
料
】
11
万
８
８
０
０
円
（
年
額
）
※
教
科

書
代
等
は
実
費

【
応
募
資
格
】
高
校
を
卒
業
（
見
込
み
）
の
方
、

又
は
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
者

【
募
集
定
員
】
20
人

【
募
集
期
間
】
①
推
薦
：
９
月
27
日
（
月
）
～
10

月
14
日（
木
）／
②
一
般
第
１
回
：
11
月
１
日（
月
）

～
11
月
18
日
（
木
）
／
③
一
般
第
２
回
：
12
月
13

日
（
月
）
～
令
和
４
年
１
月
６
日
（
木
）

【
入
校
選
考
】
①
推
薦
：
10
月
25
日
（
月
）
／
②

一
般
第
１
回
：
11
月
29
日
（
月
）
／
③
一
般
第
２

回
：
令
和
４
年
１
月
17
日
（
月
）

▽
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
コ
ー
ス
（
短
期
課
程
）

【
訓
練
期
間
】
６
ヵ
月
（
令
和
４
年
４
月
～
令
和

４
年
９
月
末
）

【
授
業
料
】
無
料
、
た
だ
し
在
職
者
は
授
業
料
有

料　

※
教
科
書
代
等
は
実
費

【
応
募
資
格
】
学
歴
不
問
（「
も
の
づ
く
り
」
関
係

の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
方
）

【
募
集
定
員
】
10
人

【
募
集
期
間
】
12
月
13
日
（
月
）
～
令
和
４
年
２

月
７
日
（
月
）

【
入
校
選
考
】】
令
和
４
年
２
月
17
日
（
木
）

▽
お
問
い
合
わ
せ　

佐
久
技
術
専
門

校
（
電
話
０
２
６
７
・
６
２
・
０
５
４
９
）、

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
（
電
話

０
２
６
７
・
６
２
・
８
６
０
９
）、
同
小
諸
出
張
所

（
電
話
０
２
６
７
・
２
３
・
８
６
０
９
）。

▽
制
度
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
一
定
程
度
収
入
が
下
が
る
な
ど
の
世
帯
に
対

し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
免
除
ま
た
は
減
額
す

る
制
度
。

▽
対
象
世
帯

Ａ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
。

Ｂ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
・
不
動
産

収
入
・
山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入
（
以
下
「
事

業
収
入
な
ど
」）
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
下
記
の

要
件
に
全
て
該
当
す
る
世
帯
。

【
要
件
】

①
事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か
の
減
少
額
が
前
年
の

当
該
事
業
収
入
等
の
額
の
10
分
の
３
以
上
で
あ
る

こ
と

②
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と

③
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
な
ど

に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
４

０
０
万
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税

　

令
和
３
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
っ

て
、
令
和
３
年
８
月
２
日
か
ら
令
和
４
年
２
月
28

日
ま
で
の
間
に
納
期
限
を
設
定
さ
れ
て
い
る
も

の
。

▽
減
免
割
合

　

対
象
世
帯
の
う
ち
、

Ａ
に
該
当
す
る
場
合
・
・
・
全
額
免
除

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
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アサマリゾート  柿沼 秀明 社長

　

当
社
は
、
渡
辺
パ
イ
プ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て

２
０
１
５
年
に
設
立
。
高
峰
高
原
の
「
ア
サ
マ
２
０
０
０

パ
ー
ク
」
の
ス
キ
ー
場
や
「
小
諸
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

を
は
じ
め
、「
高
峰
マ
ウ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル
」、「
高
峰
高
原

ホ
テ
ル
」、
佐
久
市
の
「
ア
ク
ア
ホ
テ
ル
佐
久
平
」
と
い

っ
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
春
ま
で
渡
辺
パ
イ
プ
の
農
業
用
ハ
ウ
ス

の
製
造
、
販
売
を
担
う
グ
リ
ー
ン
事
業
部
に
勤
務
。
ま

っ
た
く
異
分
野
の
職
務
に
就
い
た
わ
け
で
す
が
、
ま
ず

驚
い
た
の
は
高
峰
高
原
を
は
じ
め
と
す
る
小
諸
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
で
す
。
標
高
２
千
ｍ
と
い
う
大
自
然

に
囲
ま
れ
た
ス
キ
ー
場
、
上
信
越
道
小
諸
Ｉ
Ｃ
か
ら
ほ

ど
近
い
ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
自
然
と
隣
り
合
わ
せ
の
立

地
に
あ
っ
た
り
大
観
光
地
・
軽
井
沢
か
ら
の
誘
客
が
期

待
で
き
る
宿
泊
施
設
。
大
自
然
と
共
生
し
て
い
る
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
質
は
非
常
に
高
く
、
将
来
的
な
魅
力
も
大

き
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
十
分
に
こ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
感
想
も

持
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
か
。
グ
ル
ー
プ
企
業
の

渡
辺
パ
イ
プ
で
は
現
在
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
回
避
や

効
率
化
に
向
け
、
約
５
百
の
店
舗
の
事
務
作
業
を
数
カ

所
に
集
約
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
を
当
社
で
も
応
用

自
然
と
共
生
す
る
素
材

　
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
発
信

大し
、
各
施
設
の
人
材
育
成
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
着
手
で

き
な
か
っ
た
各
施
設
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
先
々
を

見
据
え
た
企
画
、
施
設
整
備
な
ど
の
仕
事
に
力
を
向
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
を
例
に
挙
げ
る
と
、
以
前
は
「
冬
の
リ
ゾ

ー
ト
施
設
」
と
し
て
の
固
定
観
念
が
あ
り
ま
し
た
。
し

考
え
て
い
ま
す
。

　

渡
辺
パ
イ
プ
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
「
心
は
Ｂ
ｅ　

ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
、
そ
し
て
開
拓
」
と
あ
る
通
り
、
現
状
の

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
新
規
顧
客
開

拓
を
進
め
、
各
施
設
の
持
つ
素
材
の
磨
き
上
げ
や
施
設

同
士
の
連
動
が
進
め
ば
、
今
あ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
よ

り
高
く
発
信
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
当
社
に
と
っ
て
も
影
響
は

大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
回
復
基
調
に

転
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
逆
に
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
利
用
傾
向
も
見
え

始
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
ア
ク
ア
ホ
テ
ル
佐
久
平
は
、

平
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
に
加
え
て
週
末
の
利
用
が
増
え

て
い
ま
す
。
主
に
、
首
都
圏
や
大
阪
方
面
か
ら
の
軽
井

沢
観
光
の
利
用
で
す
が
、
こ
う
し
た
流
れ
に
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
中
で
、
ま
ず
は
将
来
を
見
据
え
た
各
施
設

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
体
制
整
備
、
そ
し
て
そ
れ
を

効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
流
れ
を
作
る
の
が
私
の
使
命

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
と
は
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
事

業
で
も
連
携
し
て
い
ま
す
。
高
峰
高
原
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
で
は
、
東
京
五
輪
に
出
場
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
も

合
宿
に
利
用
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
分
野
で
も
地
域
と

連
携
し
た
成
果
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Voice to the future

か
し
、
標
高
２
千
ｍ
の
大
自
然
の
魅
力
は
ス
キ
ー
の
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
で
も
十
分
堪
能
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
高

峰
高
原
か
ら
見
る
雲
海
や
、
満
天
の
星
空
。
現
在
、
ス

キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の
架
け
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
活
用
策
と
し
て
夏
場
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
散
策
需

要
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
高
峰
高
原
を
、
登
山
靴
で
は

な
く
「
パ
ン
プ
ス
で
も
楽
し
め
る
」
と
い
う
新
た
な
魅

力
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
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「
Ｂ
ａ
ｒ
Ｚ
ｉ
ｚ
ｚ
（
ジ
ズ
）」（
小
山

公
一
店
主
）
が
、
大
手
の
国
道
１
４
１

号
線
沿
い
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
大

人
が
静
か
に
お
酒
を
楽
し
む
空
間
」
と

し
て
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
歴
36
年
の
小
山

店
主
が
、
熟
練
の
技
術
を
提
供
し
て
い

る
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
正
面
の
壁
一
面
に
は
、

約
１
５
０
０
種
類
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
並

ぶ
。
国
内
外
の
入
手
困
難
な
希
少
な
も

の
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
ま
で
そ
ろ

っ
て
い
る
。

　

人
気
の
カ
ク
テ
ル
は
、
ウ
オ
ツ
カ
ベ

ー
ス
の
「
モ
ス
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ル
」
や

ジ
ン
ベ
ー
ス
の
「
ギ
ム
レ
ッ
ト
」
な
ど

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
も
の
か
ら
、
小
山

店
主
お
任
せ
の
注
文
も
可
能
。
お
す
す

め
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
の
カ
ク

大
手
で
新
装
オ
ー
プ
ン　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

バ
ー�

ジ
ズ
テ
ル
」
は
、
季
節
ご
と
の
フ
ル
ー

ツ
を
惜
し
み
な
く
絞
り
、そ
の
時
々

の
相
性
の
良
い
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
作

り
あ
げ
る
。

　

フ
ー
ド
は
乾
物
と
突
き
出
し
の

フ
ル
ー
ツ
。
バ
ー
本
来
の
楽
し
み

方
を
第
一
と
す
る
た
め
、
食
事
後

に
来
店
を
推
奨
し
て
い
る
。
席
数

は
カ
ウ
ン
タ
ー
12
席
と
4
人
掛
け

テ
ー
ブ
ル
。
4
人
以
内
で
の
来
店

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

佐
久
平
駅
前
か
ら
旧
丸
山
洋
品

店
跡
１
階
に
移
転
。
小
諸
で
の
営

業
は
14
年
ぶ
り
に
な
る
。
小
山
店

主
は
「
お
酒
を
愛
す
る
方
が
楽
し

め
る
極
上
の

一
杯
を
味
わ

っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
　

　

与
良
に
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｏ

Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｏ　

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
（
オ
レ
ノ

コ
ー
ヒ
ー
）」（
山
本
芳
道
店
主
）
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
店
内
で
焙
煎
。
深

入
り
の
た
め
酸
味
は
ほ
と
ん
ど
感
じ

る
こ
と
が
な
く
、
す
っ
き
り
と
し
た

味
わ
い
で
、「
飲
み
や
す
く
感
じ
る
」

一
杯
。
ド
リ
ッ
プ
式
の
「
3
分
の
1

抽
出
法
」
で
抽
出
し
提
供
し
て
い
る
。

　
「
3
分
の
１
抽
出
法
」
は
、
通
常
の

３
分
の
１
の
み
ド
リ
ッ
プ
で
抽
出
し
、

残
り
は
お
湯
で
希
釈
。
コ
ー
ヒ
ー
一

番
の
旨
味
を
抽
出
す
る
こ
と
で
深
入

り
の
特
徴
で
も
あ
る
苦
み
が
少
な
く
、

珈
琲
が
苦
手
な
人
に
も
好
評
だ
。
価

格
は
1
杯
５
０
０
円
。

　

ま
た
、
同
店
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
も
販

売
し
て
い
る
。「
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
ブ
レ

ン
ド
」「
ブ
ラ
ジ
ル
」（
各
１
０
０
ｇ

４
５
０
円
）、「
グ
ァ
テ
マ
ラ
」「
コ
ロ

ン
ビ
ア
」（
各
１
０
０
ｇ
４
８
０
円
）。

　
「
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
ブ
レ
ン
ド
」
は
店
主

が
ブ
ラ
ジ
ル
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
産
の
豆
を
自
家
配
合
し
た
お

す
す
め
の
商
品
。
ど
の
商
品
も
依
頼

が
あ
れ
ば
粉
で
の
販
売
も
行
っ
て
い

る
。

　

席
数
は
カ
ウ
ン
タ
ー
2
席
と
2
掛

け
テ
ー
ブ
ル
が
2
席
。
山
本
店
主
は

「
自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
安
価
に

提
供
し
て
い
き
た
い
。
希
望
が
あ
れ

ば
コ
ー
ヒ
ー
教
室
も
開
催
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

現
在
、
食
事
の
提
供
は
行
っ
て
い

な
い
が
隣
の
「
お
は
ぎ
カ
フ
ェ 

福
ま

る
」
で
注
文
し
た
商
品
を
店
内
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
家
焙
煎
の
珈
琲
を
提
供

  ��　

�

オ
レ
ノ
コ
ー
ヒ
ー

●与良町 3-10-7 ● TEL：090-4926-2278 ●営業時間：11 時～ 17 時　火、水、木曜定休

●大手 1-5-19 ● TEL：46-8115 ●営業時間：19 時～ 25 時 日曜定休
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ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
取
り
組
む

「
農
花
（
の
う
は
な
）」（
岡
本
な
る
み
代

表
）
は
、
糠
地
の
約
30
㌃
の
畑
を
借
り

て
栽
培
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
４
年
目
。

除
草
剤
や
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
に
シ

ャ
ル
ド
ネ
や
ケ
ル
ナ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
フ

ラ
ン
な
ど
の
減
農
薬
に
よ
る
多
品
種
少

量
栽
培
を
進
め
て
い
る
。
今
年
６
月
に

は
、
収
穫
し
た
複
数
品
種
で
ブ
レ
ン
ド

し
た
微
発
砲
ロ
ゼ
「
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
・
Ｐ
Ｅ

Ｔ
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
（
ド
ー
ド
ー
・
ペ
ッ
ト
ナ

ッ
ト
２
０
２
０
）」（
税
込
２
６
４
０
円
）

を
約
３
百
本
リ
リ
ー
ス
。
ネ
ッ
ト
の
み

の
販
売
だ
っ
た
が
、
既
に
完
売
し
た
。

　

商
品
名
に
あ
る
「
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
」
は
、

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
に
生
息
し
て
い
た
絶
滅

鳥
の
名
で
「
の
ろ
ま
」
の
代
名
詞
。
岡

本
代
表
は
そ
の
存
在
を
「
自
分
に
似
て

い
て
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
ド
ー
ド
ー

の
よ
う
に
愚
直
に
丁
寧
に
栽
培
に
励
も

う
」
と
の
思
い
を
込
め
た
。

　

岡
本
代
表
は
東
京
都
出
身
。
糠
地
の

畑
近
く
に
家
も
購
入
し
て
い
る
が
、
現

在
は
夫
と
子
ど
も
二
人
が
暮
ら
す
東
京

か
ら
の
「
単
身
赴
任
」
で
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
。
以
前
は
出
版
の
仕
事
に
就

い
て
い
た
が
、
農
的
生
活
に
憧
れ
早
期

院
」
を
開
業
し
た
が
、「
生
ま
れ
故
郷

の
小
諸
で
仕
事
を
し
た
い
」
と
、
独

立
開
業
し
た
。

　

患
者
一
人
ひ
と
り
の
話
を
丁
寧
に

聞
き
、
そ
の
中
か
ら
症
状
に
合
っ
た

治
療
を
心
掛
け
て
い
る
。「
会
話
の

中
か
ら
最
適
な
治
療
方
法
や
け
が
の

予
防
法
な
ど
を
導
く
こ
と
も
で
き
る
」

と
い
う
佐
藤
院
長
。「
患
者
の
話
に
少

し
で
も
長
く
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う

鍼
灸
接
骨
院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

患
者
に
寄
り
添
う
治
療
や
施
術　
　

　
　
　
　

こ
も
ろ
鍼
灸
整
骨
院

今
秋
に
赤
ワ
イ
ン
を
初
リ
リ
ー
ス

　
　
　
　

�　

����������

農�

花

　

南
町
の
国
道
１
４
１
号
線
沿
い
に

「
こ
も
ろ
鍼
灸
整
骨
院
」（
佐
藤
映
治

院
長
）
が
開
院
し
た
。

　

主
な
診
療
は
▽
骨
折
▽
捻
挫
▽
打

撲
▽
ス
ポ
ー
ツ
障
害
▽
鍼
灸
▽
マ
ッ

サ
ー
ジ
。
超
音
波
治
療
器
や
低
周
波

治
療
器
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど

最
新
の
治
療
機
器
を
完
備
し
て
い
る
。

　

佐
藤
代
表
は
小
諸
市
大
久
保
出
身
。

小
諸
商
業
校
で
柔
道
部
に
所
属
し
、

卒
業
後
は
東
御
市
の
専
門
学
校
で
柔

道
整
復
師
の
勉
強
を
３
年
、
そ
の
後

埼
玉
県
の
学
校
で
３
年
学
び
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
鍼
師
、
灸
師

の
国
家
資
格
を
取
得
し
た
。

　

８
年
前
、
兄
の
直
幸
さ
ん
と
二
人

で
佐
久
市
長
土
呂
に
「
あ
さ
ま
整
骨

退
職
。
農
業
は
ま
っ
た
く
経
験
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
が
。
玉
村
豊
男
さ
ん（
東

御
市
）
主
宰
の
千
曲
川
ワ
イ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
で
ブ
ド
ウ
栽
培
の
知
識
や
技

術
を
学
び
、
手
探
り
の
状
態
か
ら
地
道

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
秋
に
は
、
初
め
て
の
赤
ワ
イ
ン
の

リ
リ
ー
ス
を
予
定
。

● TEL：090-9963-2401　● URL：https://nouhana.com/

●南町二丁目５－２０● TEL：４１- ０１８４●診療時間：８：３０～１３：００、１５：００～１９：００　土曜午後、日祝休診
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建
設
委
員
会
・
職
業
安
定
協
会

　

当
所
と
中
小
企
業
相
談
所
に
よ
る「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会
」
は
７
月
21

日
、
当
所
３
階
会
議
室
で
開
い
た
。

　

法
律
や
税
務
、
経
営
、
金
融
、
創
業
、

事
業
継
承
な
ど
他
分
野
に
わ
た
る
相
談

を
専
門
家
が
対
応
。
５
年
前
か
ら
年
３

回
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
今
年
度
の

初
開
催
と
な
る
。

　

相
談
内
容
の
多
く
は
法
律
や
税
務
と

職
場
体
験
学
習
に
講
師
派
遣

　

小
諸
職
業
安
定
協
会
（
塩
川
秀
忠
会
長
）

は
７
月
６
日
、
高
校
進
路
指
導
主
事
と
会

員
企
業
の
学
卒
採
用
に
係
る
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
昨
年

は
開
催
を
見
送
り
２
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
進
路
指
導
主
事
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
佐
久
職
業
安
定
協
会
と
合
同
で
開

き
、
44
社
が
参
加
。
ま
た
、
参
加
依
頼
を

上
田
管
内
に
ま
で
拡
大
し
、
12
校
が
参
加
。

当
日
は
、
各
校
か
ら
の
情
報
提
供
を
主
題

と
し
、
就
職
希
望
者
の
人
数
や
割
合
、
希

望
す
る
職
種
な
ど
の
現
状
が
説
明
さ
れ
た

ほ
か
、
企
業
に
対
し
求
め
る
人
物
像
や
能

力
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

就
職
希
望
者
が
減
少
す
る
業
種
に
つ
い

て
は
、
専
攻
学
科
へ
の
進
学
後
に
就
職
を

目
標
と
す
る
希
望
者
が
増
え
て
い
る
な
ど

の
報
告
も
あ
っ
た
。

高
校
進
路
指
導
主
事
と
懇
談

小
諸
職
業
安
定
協
会

　

ま
た
、
佐
久
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
は
、

学
卒
選
考
に
関
す
る
日
程
や
選
考
基
準
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
企
業
へ
の
周
知

活
動
を
行
っ
た
。

　

今
後
小
諸
職
業
安
定
協
会
で
は
、
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
企
業
説
明
会
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
は
っ
と
く
シ
ー
ル
」
を
発
行
す
る
こ
も

ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
の
総
会
は
16
日
に

開
き
、
理
事
長
に
小
林
敬
志
さ
ん
（
こ
ば

や
し
商
店
）
を
再
任
し
た
。
任
期
は
２
年
。

　

同
組
合
は
昭
和
58
年
発
足
。
現
在
38
店

舗
あ
る
加
盟
店
で
百
円
の
買
い
物
に
つ
き

シ
ー
ル
１
枚
を
発
行
。
台
紙
に
よ
る
買
い

物
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
事
業
な
ど
を
展
開
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
昨
年

度
は
、
人
気
の
招
待
旅
行
を
中
止
し
た
が
、

専
用
の
申
込
用
紙
で
参
加
で
き
る
抽
選
会

な
ど
は
例
年
通
り
開
催
。
今
年
度
も
８
月

の
「
大
抽
選
会
」
や
秋
の
「
は
っ
と
く
シ

ー
ル
ま
つ
り
」
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　

主
な
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
。

▽
理
事
長

小
林
敬
志
（
こ
ば
や
し
商
店
）

▽
副
理
事
長

掛
川
和
人
（
大
和
屋
紙
店
）

塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

▽
専
務
理
事

荻
原
隆
（
小
諸

商
工
会
議
所
）

こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ

�

理
事
長
に
小
林
敬
志
さ
ん
再
任

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委
員
長
）
と
小
諸
職
業
安

定
協
会
（
塩
川
秀
忠
会
長
）
は
、
小
諸
東
中
学
校
に
講
師

を
派
遣
し
、
２
年
生
２
３
６
人
に
対
し
業
界
の
説
明
や
働

く
こ
と
に
つ
い
て
の
講
義
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
例
年
、
学
校
側
で
依
頼
し
た
企
業
を
訪
問

し
、
現
場
見
学
を
通
じ
て
業
種
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目

的
で
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

今
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
企
業
、
学

校
共
に
今
ま
で
通
り
の
方
法
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
方
法
で
の
実
施
要
請
（
企
業
紹
介
）
が
学
校
側

か
ら
当
所
と
小
諸
職
業
安
定
協
会
に
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ

に
応
じ
て
実
現
し
た
。

　

当
日
は
７
社
（
団
体
）
が
参
加
し
、
生
徒
は
４
～
５
人

に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
あ
ら
か
じ
め
説
明
を
希

望
す
る
業
種
を
選
択
し
、
時
間
割
に
沿
っ
て
３
コ
マ
の
職

業
の
学
習
を
受
け
た
。

　

建
設
委
員
会
で
は
、
長
野
県
建
設
業
協
会
や
業
界
専
門

紙
の
記
者
、
地
元
建
設
業
の
技
術
者
な
ど
か
ら
協
力
を
得

て
、
建
設
業
の
仕
事
に
つ
い
て
の
講
義
や
Ｖ
Ｒ
体
験
を
実

施
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
仕
事
が
多

く
て
び
っ
く
り
し
た
」、「
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

な
る
が
、
今
回
は
事
業
承
継
の
相
談
も

受
け
付
け
た
。

一
般
の
相
談
者
に
加
え
、
最
近
入
会
し

た
会
員
か
ら
の
相
談
も
増
え
た
の
が
今

回
の
特
徴
。
一
日
で
複
数
の
専
門
家
に

相
談
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
も
ら
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
次
回
は

11
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
所
で
は
各
専
門
分
野

の
相
談
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

詳
細
は
中
小
企
業
相
談
所
（
電
話

２
２
・
３
３
５
５
）
ま
で
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会

今
年
度
初
め
て
開
催

小林理事長
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委員会活動から

委員会だより7月の議題

■
観
光
委
員
会

７
月
１
日

・
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

■
建
設
委
員
会

７
月
２
日

・「
職
場
体
験
学
習
」
に
つ
い
て

・
市
民
ま
つ
り
代
替
案
に
つ
い
て

■
工
業
委
員
会

７
月
７
日

・
事
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
意
見
交
換
会

■
商
業
委
員
会

７
月
20
日

・
秋
の
こ
も
ろ
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

・
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

に
つ
い
て

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

■
経
済
環
境
委
員
会

７
月
28
日

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習

・
打
ち
水
に
つ
い
て

　

佐
久
溶
接
協
会
（
長
岡
創
一
郎
会
長
）
は
、
10

月
に
開
く
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習
会
の
受
講

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

ア
ー
ク
溶
接
作
業
に
よ
る
災
害
防
止
を
図
る
た

め
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
事
業
者
が
ア
ー

ク
溶
接
の
業
務
な
ど
一
定
の
危
険
有
害
な
業
務
に

労
働
者
を
つ
か
せ
る
場
合
、「
そ
の
業
務
に
関
す

る
安
全
ま
た
は
衛
生
の
た
め
の
特
別
教
育
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

特
別
教
育
を
受
け
な
い
者
は
溶
接
作
業
に
従
事
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

同
協
会
で
は
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
法
令
の
規

則
に
よ
り
「
安
全
衛
生
特
別
教
育
規
定
」
第
4
条

に
基
づ
い
て
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

▽
実
施
日
：
10
月
25
（
月
）、
26
日
（
火
）

▽
定
員
：
20
人

▽
申
込
期
限
：
９
月
22
日
（
水
）

▽
受
講
料
：
協
会
会
員
８
５
０
０
円
、
協
会
非
会

員
１
２
０
０
０
円

　

詳
細
は
長
野
県
溶
接
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://nwes.or.jp)

。
問
合
せ
は
佐
久
溶
接
協

会
事
務
局
（
電
話
２
２
・
３
３
５
５
）
ま
で
。

会報折込サービスのご案内
　当所が毎月発行する本紙に封入する
チラシ折込サービスを行っておりま
す。
▽料金　一号につき一社一枚に限り、
税込 13,000 円（内訳：1,300 部× 10
円）
▽様式　Ａ４三つ折り（巻き三つ折り、
内三つ折り）のサイズに収まるもの
▽申込　事前に折り込み原稿を持参の
うえ、当所窓口で申し込みをお願いし
ます。
　折込料金については、会員数の増減
により予告なく変動する場合がありま
す。
　その他条件などの詳細については総
務課までお問い合わせください。

　

当
所
商
業
委
員
会
（
小
林
敬
志
委
員
長
）
が

昨
年
５
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
コ
モ
ロ
フ
ー

ド
ス
テ
ー
ジ
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
売
上
額
が

千
五
百
万
円
を
超
え
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
飲
食
店
の
支
援
と

し
て
始
め
た
本
事
業
は
７
月
16
日
現
在
、
延
べ

来
店
者
数
約
１
８
０
０
０
人
、
出
店
合
計
数
約

６
０
０
店
に
上
っ
て
い
る
。

　

中
心
市
街
地
の
昼
時
の
日
常
風
景
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
規
出
店
も
多
い
。
７

月
14
日
に
は
新
た
に
「
こ
も
ろ
ん
味
噌
」
を
使

用
し
た
総
菜
パ
ン
の
販
売
が
あ
り
、
２
２
０
食

が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
引
き
続
き
出
店
者
を
募
集
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
商
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
。

商　業

フ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ　

総
売
上
千
五
百
万
円
超

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
習
会

受
講
者
募
集　

佐
久
溶
接
協
会

　新型コロナウイルス感染防止のため、こもろ市民ま
つりが２年連続で中止されたことを受け、市民まつり
代替イベント検討委員会が組織された。
　同委員会には当所のほか、こもろ観光局、商店会連
合会、小諸青年会議所も参加し、例年 10 月第一日曜
に開催してきたふーどまつりを皮切りに、約３週間に
渡る日程で様々なイベントを行うというもの。

こ
も
ろ
市
民
ま
つ
り

代
替
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　期間中に市内で開催されるイベントをまとめて「秋
の市民まつり」と共通の名称を付け、一体感を持たせ
ることとした。開催については、密集を避けるために
日程や開催場所を分散、県の基準に準じた開催基準の
策定などのコロナ対策をもって実施する方針。
　本件に関する問い合わせは市役所商工観光課（電話
２２・１７００）まで。
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︻
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
は
︼

　

小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
は
、

小
諸
市
内
の
地
域
、
業
種
団
体

の
役
員
の
方
や
団
体
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
会
頭
が
委
嘱
し
、

３
年
任
期
で
任
務
に
遂
行
し
て

い
た
だ
く
小
規
模
事
業
者
の
経

営
支
援
の
た
め
の
制
度
で
す
。

︻
役
割
︼

　

振
興
委
員
の
役
割
と
し
て
、

国
・
県
・
市
・
会
議
所
の
施
策

を
商
工
業
者
の
方
に
お
伝
え
し

た
り
、
商
工
業
者
の
方
の
声
を

会
議
所
に
伝
え
て
い
た
だ
く
パ

イ
プ
役
と
し
て
重
大
な
任
務
が

あ
り
ま
す
。

︻
具
体
的
な
取
り
組
み
︼

　

経
営
上
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口
と

し
て
、
会
議
所
の
経
営
指
導
員
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
事
業
資
金
の
借

り
方
、
帳
簿
の
つ
け
方
、
決
算
・

税
務
申
告
、
労
務
に
関
す
る
相

談
、福
利
厚
生
制
度（
生
命
共
済
、

退
職
金
共
済
）
な
ど
の
相
談
を

取
り
次
ぎ
ま
す
。

︻
ご
利
用
く
だ
さ
い
︼

　

会
議
所
に
は
な
ん
と
な
く
い

き
に
く
い
と
い
う
方
、
相
談
無

料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
安
心

し
て
お
近
く
の
振
興
委
員
を
通

じ
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
取
引
先

や
価
値
創
造
を
図
る
事
業
者
の
皆
様

と
の
連
携
・
共
存
共
栄
を
進
め
る
こ

と
で
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
す
る
こ
と
を
、
企
業
の
代
表

者
の
名
前
で
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　

本
宣
言
で
は
、

１　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共

存
共
栄
と
規
模
・
系
列
等
を
越
え
た

新
た
な
連
携

２　

親
事
業
者
と
下
請
事
業
者
と
の

望
ま
し
い
取
引
慣
行
（
下
請
中
小
企

業
振
興
法
に
基
づ
く
「
振
興
基
準
」）

の
遵
守
を
宣
言
し
、
本
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
各
企
業

の
取
組
の「
見
え
る
化
」を
行
い
ま
す
。

　

本
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
「
宣
言
」

を
公
表
し
て
頂
い
た
企
業
は
指
定
の

と
で
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
す
る
こ
と
を
、
企
業
の
代
表

１　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共

存
共
栄
と
規
模
・
系
列
等
を
越
え
た

２　

親
事
業
者
と
下
請
事
業
者
と
の

望
ま
し
い
取
引
慣
行
（
下
請
中
小
企

業
振
興
法
に
基
づ
く
「
振
興
基
準
」）

の
遵
守
を
宣
言
し
、
本
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
各
企
業

小規模事業者と商工会議所のパイプ役

山岸喜昭
㈱アサマリゾート

掛川　勝
㈲梅香園

村松丈徳
古久庄 村松商店

金井賢吾
㈱佐久電気

山浦邦雄
カットショップピノキオ

委 

員 

長

副
委
員
長

依田悦子
㈲エル美容室

副
委
員
長

吉田　俊
㈲ヨシダ

前川　章
(資) 前川モータース

原　佳子
㈲ＡＡＡ

中沢智文
中屋道具店

依田利宣
㈲丁子屋

近藤哲哉
カフェ・ダイニング クレッセント

　小規模事業者と商工会議所とのパイプ役として、私たちがご相談をお受けいたします。お気軽にお
声をおかけください。

小諸商工会議所振興委員

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
広
報
な
ど
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
政
府
に
お

い
て
「
宣
言
」
を
行
っ
た
企
業
に
対

す
る
補
助
金
の
優
先
採
択
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
の
皆
様
の
ご
参
加
の

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
お
問
合
せ

○
「
宣
言
」
の
内
容
に
つ
い
て

・
内
閣
府
政
策
統
括
官
付
参
事

官
（
産
業
・
雇
用
担
当
）
付
（
電

話
０
３
・
６
２
５
７
・
１
５
４
０
）・

中
小
企
業
庁
企
画
課
（
電
話

０
３
・
３
５
０
１
・
１
７
６
５
）。

○
「
宣
言
」
の
提
出
・
掲
載
に

つ
い
て
・（
公
財
）
全
国
中
小

企
業
振
興
機
関
協
会
（
電
話

０
３
・
５
５
４
１
・
６
６
８
８)

。
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月8

　

２
年
目
と
は
い
え
、
猛
暑
の
中
の
マ
ス
ク
は
と
て
も
快
適
と
は
い
え
な
い
。
そ
も
そ
も
「
マ
ス

ク
」
は
冬
の
季
語
。
冷
気
を
直
接
吸
い
込
む
の
を
避
け
る
機
能
に
長
け
て
い
る
が
、
昨
年
来
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
避
け
る
年
間
通
し
て
の
必
需
品
。
こ
の
状
況
下
で
は
、
一
句
詠
む
に
も
一
年
中
使

え
る
季
語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

開
幕
し
た
東
京
五
輪
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
選
手
た
ち
の
熱
中
症
対
策
も
大
変
だ
。
マ
ラ
ソ
ン

会
場
が
移
動
し
た
北
海
道
で
さ
え
30
度
を
超
え
る
日
も
あ
っ
て
、誰
が
決
め
た
か
は
知
ら
な
い
が
、

こ
ん
な
暑
さ
の
下
で
競
技
を
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
。

　

も
う
す
ぐ
始
ま
る
夏
の
甲
子
園
で
さ
え
、
投
手
の
連
投
や
選
手
の
休
養
に
対
す
る
気
遣
い
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。「
う
だ
る
暑
さ
の
中
の
熱
い
プ
レ
ー
」
は
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
も
手
伝

っ
て
今
や
青
春
の
美
徳
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

学
校
関
係
者
の
コ
ロ
ナ
感
染
で
、
予
選
出
場
を
辞
退
し
た
高
校
球
児
の
悲
痛
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

話
題
に
な
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー
以
前
に
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
以
外
の
感
染
状
況
ま
で
も
が

球
児
た
ち
の
闘
い
に
な
る
と
は
誰
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
。こ
れ
は
五
輪
選
手
も
同
様
だ
ろ
う
が
、

人
間
の
限
界
に
挑
む
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
、
そ
の
限
界
を
超
え
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
相
手
に
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
も
皮
肉
な
話
で
、「
お
う
ち
の
テ
レ
ビ
観
戦
を
楽
し
ん
で
」
と
い
う
呼

び
掛
け
に
、
何
か
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
だ
け
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

▽
４
日
（
水
）

・
打
ち
水　
（
11
時
～
）

・
女
性
会
理
事
会　
（
正
午
～
）

▽
５
日
（
木
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
９
日
（
月
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
17
日
（
火
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

▽
19
日
（
木
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
20
日
（
金
）

・
建
設
委
員
会　
（
10
時
半
～
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

▽
21
日
（
土
）

・
小
諸
機
工
同
友
会
親
睦
野
球
大

　

会
▽
26
日
（
木
）

・
青
年
部
定
例
研
修
（
18
時
半
～
）

 宮嶋伸光 さん・優作 さん

リ
ン
ゴ
と
サ
イ
ダ
ー
へ
の
情
熱
を
ボ
ト
リ
ン
グ

宮嶋林檎園

・
佐
久
税
務
署

　

署
長 

　

宮
澤
康
洋

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
議
員
職
務
執
行
者
変
更

・
長
野
県
信
用
組
合
小
諸
支
店

　

小
林
賢
一

■
新
規
入
会

・
パ
ス
カ
ル

　

井
上
隆　

佐
久
市
猿
久
保

８
８
１
―
８

・
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｋ
（
ス
タ

ジ
オ
ケ
ー
）　

串
田
隆　

丙
７
１
１
―
３

・
ハ
ー
バ
ー
小
諸
工
場

　

山
岡
照
明　

御
影
新
田

　祖父の代から始まり、私たちで３代目を数えます。父が開
発した強い酸味が特徴的な「浅間クチーナ」、標高の高い佐
久地域の特性から味が濃く身が締まった一品に仕上がる「シ
ナノドルチェ」など 26 品種を栽培。また、株式会社サノバ
スミスの一員としてリンゴを使った果実酒「ハードサイダー」
の普及促進にも力を入れています。
　そのきっかけは、果樹研究会青年部でシードルを作ってい
た頃、同じ原料を使っても醸造委託先で毎回味が異なるとい
うことに興味を抱き、栽培仲間と米国オレゴン州ポートラン
ドのサイダリーを回りました。伝統的な製法を守る仏国のシ
ードルと比較し、方法も未確立で自由度が高く、ビールのよ
うな感覚で飲めることや、同年代の人々が担うサイダー文化
から醸し出されるストリート感に強く魅了されました。
　帰国後研究を重ね、2017 年に初めて「サノバスミス」を
リリース。海外でメジャーな品種ですが当時の国内ではお酒
に使われたことがなく、「飲む人の記憶に残るような酸味の
強いものを」と考えて原材料に選んだ品種「グラニースミス」
が名前の由来です。当社商品のユニークな名前やボトルデザ
インはデンマークに住む友人の手によるもの。新商品を飲ん
でもらい、そこから得たインスピレーションからデザインし
てもらっています。
　その後も様々な製品を開発しつつ、大町に自社工場を構え
ました。今年は松本市の「松本ブルワリー」や「ＴｈｅＳｏ
ｕｒｃｅＤｉｎｅｒ」とのコラボレーション商品や、「サノ
バスミス」をリバイバルした「サノバスミスオリジナル」を
販売しました。
　今後の目標は、サイダー専用の品種を日本で開発するこ
と。専用品種はサイダーとして完成して初めて善し悪しが分
かる。栽培から醸造、販売までを果樹農家が一手に行うとい
う農業とお酒の関係性を次世代へどう繋げていくかがこれか
らの課題です。

２
６
５
２
―
１

・
こ
も
ろ
鍼
灸
整
骨
院

　

佐
藤
映
治　

南
町
２
―
５
―

20・
あ
い
う
え
不
動
産

　

小
林
正
博　

新
町
１
―
５
―

11・
揚
羽
屋　

竹
尾
智
菜
美　

大

手
１
―
３
―
17

・
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｏ　

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ

Ｅ
（
オ
レ
ノ
コ
ー
ヒ
ー
）

　

山
本
芳
道　

与
良
町
３
―
10

―
7

人
事
異
動
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『グランフォンド小諸』

　

７
月
11
日
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｄ　

Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
（
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
小
諸
」

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
稿
サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

配
信
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
１
７
年

か
ら
始
ま
っ
た
浅
間
山
麓
で
行
わ
れ

る
山
岳
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
小
諸
を
舞

台
に
し
た
ア
ニ
メ
や
漫
画
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
特
色
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
現
地
で

の
開
催
は
昨
年
、
今
年
と
２
年
連
続

で
中
止
。
代
替
案
と
し
て
、
三
密
を

避
け
る
た
め
に
、
昨
年
６
月
に
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
開
い
た
と
こ
ろ
、
国
内

外
か
ら
１
６
０
０
人
が
参
加
し
注
目

を
浴
び
た
。

　

こ
の
手
法
は
、
ゲ
ー
ム
形
式
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
。

室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ロ
ー
ラ
ー

台
に
設
置
し
た
自
転
車
を
漕
ぎ
、
画

面
内
の
仮
想
コ
ー
ス
上
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
操
作
す
る
。
地
形
に
応
じ
て

負
荷
が
変
化
し
た
り
、
世
界
中
の
参

加
者
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
共
に
走
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
臨
場
感
あ
る

レ
ー
ス
が
体
験
で
き
る
と
い
う
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
は
無
料
。
事

前
申
込
も
不
要
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
な
ど
が
整
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
。

　

難
易
度
別
に
３
コ
ー
ス
を
用
意
。

小
諸
が
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
自
転

車
漫
画
「
ろ
ん
ぐ
ら
い
だ
ぁ
す
と
ー

り
ー
ず
！
」
の
作
者
な
ど
ゲ
ス
ト
が

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
走
行

し
た
。

　

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
レ
ー
ス

中
、
レ
ー
ス
後
の
栄
養
補
給
と
し
て

「
小
諸
補
給
食
」
を
事
前
販
売
。
そ
ば

や
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
温
泉
の
素
と

い
っ
た
小
諸
の
特
産
品
の
詰
め
合
わ

せ
を
３
種
類
用
意
し
、
合
計
30
個
以

上
販
売
し
た
。

　

当
日
は
特
設
会
場
を
菱
野
温
泉
薬

師
館
に
設
け
、
関
係
者
や
ゲ
ス
ト
の

ト
ー
ク
を
交
え
つ
つ
、
Ｐ
Ｒ
動
画
や
、

「
小
諸
ク
イ
ズ
」
な
ど
を
披
露
し
て
小

諸
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
１
０
０
０
人
超
、

動
画
再
生
数
は
３
０
０
０
回
を
超
え

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
好
評
を
博
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
。

　今年収穫した白土ばれいしょを贅沢に使った「御牧ヶ
原ポタージュスープ」は、７日（土）に発売開始の予定
です。
　１袋２３０円。贈答用に箱詰め（５袋、１０袋）も可
能です。
お問い合わせは当所、または取扱店（７月２０日現在）
まで。
・アイク（佐久市猿久保）
・あぐりの湯こもろ（大久保）
・クツのアゲハヤ（相生町）
・足柄食糧（古城）
・エスピーエス（御代田町馬瀬口）
・遠州家（相生町）
・大西製粉（東小諸）
・カネマン田村屋（森山）
・岸田酒店（南町）
・ギフトセンターロビン（和田）
・こうじや商店（御影新田）

・小諸駅のまど（相生町）
・小諸大橋直売センター（山浦）
・さかもと薬局（南町）
・ジェラードちるちる（滋野甲）
・信濃製菓（御幸町）
・酢久商店（荒町）
・井泉庵（新町）
・セブンイレブン小諸御影店（御影新田）
・千野商店（相生町）
・停車場ガーデン（相生町）
・ティーサロン寿徳（相生町）
・中棚荘（古城）
・布引温泉こもろ（大久保）
・おみやげの店ひしや本店（御影新田）
・風味堂（荒町）
・ほんまち町屋館（本町）
・おみやげのみやさか（相生町）
・ゆもと京都屋（本町）

御
牧
ケ
原
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ

８
月
７
日
（
土
）
販
売
開
始

オンラインで仮想コースを疾走


